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持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に関連する主な取組み【令和５年度】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－４ 

 ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）は、2015 年に国連で採択され、 

世界が合意した 17 の「持続可能な開発目標」 

 第４次山形県総合発展計画の基本目標の考え方は、ＳＤＧｓの理念と軌を一にするもの

であり、同計画を推進することにより、ＳＤＧｓ実現に貢献していく 

◎産学官金で組織されたコンソーシアムとの連携による、県内各分野のデジタル化に向

けた普及啓発、人材育成及びデータ利活用の促進 

○「やまがた社会貢献基金」を活用したＮＰＯ等の社会貢献活動の支援 

○行政保有の統計情報等のオープンデータ利活用の促進 

●若年者による若年者のための消費者教育（啓発イベント）の実施 

○ＡＩ機能一体型の児童相談所業務支援システムによる児童虐待対応の強化 

○「やまがた性暴力被害者サポートセンター（べにサポやまがた）」の運営 

○サイバー犯罪捜査官の捜査能力向上、捜査用資機材の整備 

●荒廃農地等の有効活用や粗放的利用による農地の維持に意欲的な地域への支援 

○森林ノミクスの加速化や脱炭素社会の構築に向けた森林吸収源対策の強化 

●「山の日」や「樹氷」に対する県民の理解を深める普及啓発の推進 

○みどり環境税を活用した市町村、地域住民、ＮＰＯ等による森づくり活動等への支援 

 

○ボランティア等による海岸漂着物や河川ごみ等の回収と発生抑制の啓発 

○海岸漂着物の発生抑制対策をより効果的に実施するための漂着物組成調査の実施 

●アワビ等資源状態が悪化している栽培漁業対象種の放流への支援 

○岸壁及び防波堤の耐震・耐津波機能の強化、水産環境整備による漁場環境の改善 

◎｢ゼロカーボンやまがた 2050｣実現に向けた県民運動の推進 

○高断熱・高気密住宅と再エネ設備導入に対するパッケージ補助等住宅の脱炭素化への支援 

○学生環境ボランティア人材の育成及び出前授業やイベントでの普及啓発活動の実施 

○若者向け環境ＳＤＧｓワークショップの開催 

 

●「もったいない山形協力店」食べきり運動の実施 

◎廃棄物の排出抑制及びリサイクル推進のための整備に対する補助 

○リサイクル製品の認定及びリサイクルシステムの認証 

○やまがた環境展の開催等による３Ｒを推進する人材の育成 

●山形の未来をテーマにした高校生アイデアコンテストの開催、幸せ暮らしの情報発信等 

○快適に長く暮らすことができる住宅の新築やリフォーム等への支援 

◎田んぼダムの貯留機能向上による災害時の浸水被害リスクの低減 

○災害に強い強靭な県土づくりに向けた防災・減災、国土強靭化対策の実施 

○社会参加の拡大に向けた特別支援学校における生徒の就労活動の充実 

○障がいによる差別解消と誰もが共に生きる社会の実現を目指す取組みの促進 

○国内外の若者等が参加する議論の機会創出によるグローバル人材の育成・交流促進 

◎日本語ボランティアや日本語教育に関する専門的な人材の育成と活用の促進 

●本県産業の高付加価値化や新たなサービスの創出に向けたＤＸの推進 

◎ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ･ｼﾞｮｰｼﾞ山形を核とした創業支援及び地域課題解決型ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの創出 

●再就職を希望する女性向けの産学官連携型就業支援インターンシップの実施【全国初】 

◎就労継続支援Ｂ型事業所の工賃向上に向けた共同受注センター設置等の総合的な支援 

●水素社会の実現に向けた戦略の策定及び水素エネルギーの導入促進 

◎洋上風力発電導入に向けた協議の推進や同発電導入を見据えた酒田港整備 

◎再エネの地産地消や災害レジリエンス強化を目的とした家庭・事務所における再エネ設備 

の導入に対する補助 

○再エネ設備から排出される未利用熱等の有効活用に向けた支援 

 

●広域化による経営基盤強化のための庄内圏域水道基盤強化計画の策定 

○最上川などの公共用水域や地下水の水質汚濁状況のモニタリング等の実施 

○快適な生活環境確保のための流域下水道県内４処理区の処理場及び管渠の改築更新等の実施 

○「里の名水・やまがた百選」の情報発信やアドバイザー派遣等による保全活動の促進 

◎男性の育児休業取得促進に向けた機運醸成、男性の家事・育児等の参画に関する講座の開催  

●男女共同参画ユースリーダー養成講座の開催 

●ワーク・ライフ・バランスや女性活躍の推進に資する本県独自の認定制度の創設 

◎女性の賃金向上と県内定着促進のため、非正規雇用労働者の賃上げや正社員化等を支援 

 

◎就学支援金の給付、奨学のための給付金の一部対象者の給付額の増額 

●産業界・市町村等との連携や ICTの活用等による魅力ある県立高校づくりの推進 

◎大卒新採教員の育成支援【全国初】等による教職員の働き方改革 

●電子図書館(電子書籍サービス)にかかる調査研究 

●病院薬剤師不足の解消に向けた奨学金返還支援事業の実施【東北初】 

●「外国人介護人材支援センター」の設置【東北初】 

◎オンライン診療に係るモデル事業の拡大 

◎県民の｢歩く習慣｣の定着に向けたウォーキングプロジェクトの展開等 

○子ども食堂等に取り組む団体に対する運営支援や相談・支援体制の整備 

○就農準備・初期段階における新規就農者への資金や機械・施設等整備の支援等 

◎｢東北農林専門職大学(仮称)｣の開学に向けた準備、校舎建設等 

●官民連携の｢農作業受委託モデル｣構築や経営継承の促進等 

●市町村のこども家庭センター設置・運営事業への助成等による子育て世帯に対する包

括的な支援のための体制強化 

○ひとり親家庭応援センターにおける市町村等関係機関と連携した総合的な相談・支援 

●山形県子どもの生活実態調査の実施 

 

◎｢米沢トンネル(仮称)｣の早期実現等に向けた沿線の活性化や利用拡大の取組みの推進 

○建設産業の人材確保に向けた事業者団体による取組みへの支援等 

○高速道路等の整備促進やＩＣアクセス道路の事業推進 

○橋梁、舗装、トンネル等の長寿命化計画に基づく予防保全型維持管理などの実施 

貧 困 

飢 餓 

保 健 

教 育 

ジェンダー 

水・衛生 

エネルギー 

経済成長と雇用 

インフラ、産業化、イノベーション 

不平等 

持続可能な都市 

持続可能な生産と消費 

気候変動 

海洋資源 

陸上資源 

実施手段 

●：新規 ◎：拡充 ○：継続 

平 和 

山形県は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。 


